
《別　紙》
１．  開催年月日 令和8年5月18日(月)開催
２．  開催場所 珈琲館　新青梅街道田無店　（東京都西東京市芝久保町5-8-2）

３．  出席委員
　　　　委員総数 7名
　　　　出席委員 5名 下川隆委員長　野澤秀夫委員  小松真弓委員　　　　

松川紀代実委員　　村田志保委員　

　　　　欠席委員 2名 山本恒安委員　　　賀陽智之委員　
（事前に意見書提出あり）

放送事業者側回答者
　 佐藤芳幸（代表取締役）大塚誠（統括部長 局長）髙橋絵里（制作室）

４. 議　題 風になれ　Presented by: Music live bar YU-TO

審議番組 2026年4月スタート　毎週水曜日　21:00～21:30 　
パーソナリティ：TAKESHI
文化人（ミュージシャン・落語家・漫才師・役者・マジシャンetc)や地域で活躍する
ゲストの想いを「風」にのせてあなたに届けます。

５．議事の概要
あらかじめ送付した番組を録音した音声を聴いていただき審議。

６．審議内容
審議委員意見

・ パーソナリティは子ども食堂の番組に出演しててよく知っていたので、番組が始まって嬉しい。
・ 有名な芸能人のエピソードがあり、特に70代以上のシニア層を意識した番組だと感じた。
・ BGMのテンポがトークの進行とよく調和しており、落ち着いたトーンは、ターゲット層にとっても、安心して

聴き続けられる安定感があるのではないか。
・ 一方で、お二人にしか分からないお名前が出てくる場面があり、リスナーとしては

少し内容を追いにくい部分があった。
・ 一般的には知られていない「芸能界の裏話」は非常に興味深く、リスナーの好奇心を刺激する。
・ 打ち合わせが事前にあったかわからないが、会話がかみ合わないところも楽しかった。
・ 朗読は心をわしづかみにされ言葉の抑揚や色合い、間が本当に上手で80歳を過ぎても若々しくて感心した。
・ マニアックな話だったがファンにはたまらない話だろう。
・ 朝練の帰りで子ども食堂を発見したというエピソードが良く、人柄の良さが伝わってきた。
・ 西東京をエンターテイメントの街にするという考えが素晴らしい。
・ 苦労も包み隠さずに話してくれて、生き方がよくわかった。
・ 場の雰囲気を明るくする雰囲気と紙切りと話芸がすごい。
・ 紙切りはすぐにできてしまったと言っていたがそんはなずはないので、

失礼にならない範囲で突っ込めたら良かった。
・ イベント告知等を複数回行っていた点は、聞き逃しを防ぐ配慮として効果的だ。
・ 番組最後の音楽が40秒以上あり、少し長い印象を受けた。
・ スポンサーの数が多くてありがたく、長く続けてほしい。

局の回答

掛け合いがことごとくかみ合わず、事前に打ち合わせができているのか？と 
委員のみなさまからご意見ありましたが、きちんと打ち合わせはしておりました。
話がいったりきたりしてしまってはいたけれど、著名人の話が聞けたり舞台裏の話もあり、聞きごたえはあった。
ゲストの年齢を感じさせないトークには元気をいただいた。
ラジオで紙切りを披露してくださいましたが、ラジオではどのように伝えるか? を
考え番組ブログに動画を載せることで、後日音声+紙切り動画を楽しんでいただけた。
ゲストはTAKESHIさんと親しい仲の時もあり、あまりお友達同士の内容にならないようコントロールしながら
今後も楽しい放送を心がけて制作していく。
地元企業のスポンサーが数多くついている部分は大変素晴らしい。
コミュニティラジオ局のカラーが存分にでている。

７．審議機関の答申又は意見に対してとった措置の内容及び年月日
なし

８．審議機関の答申または意見の概要の公表
自社放送　事務所への備え置き、自社HPでの掲載

９．その他の参考事項
なし


